メンガー経済学の世界 (2) by 山﨑 弘之

























































̶  3  ̶
メンガー経済学の世界（2）（山﨑）
を議論する社会科学の環境をもっていた，と言えよう。カールは 1859 年か






















































係に任命され，77 年から 78 年の 2年間皇太子の研究旅行に同伴する。そし






















































































































































































































気づいたのはチューネン（Thunen, J.H. 1783-1850），クールノー（Cournot, 
A.A. 1801-1877），ゴッセンを挙げている。はたまた限界革命の先行者とし
て，ロイド（Lloyd, W.F. 1863-1945），ロングフィールド（Longfield, S.M. 
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